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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
役
職
員

一
同
は
、

発
注
者
の
皆
様
や
関
係
諸
団
体

の
ご
支
援
ご
協
力
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

セ
ン

タ
ー
事
業
を
順
調
に
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、

我
が
国
で
は
、

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
経
済
及
び
地
域

復
興
が
重
大
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

我
が
国
の
高
齢
者
人
口
は
、

急
速
に
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
超
高
齢
化
社
会
の
進
行
と
少
子
化
は
、

急
激
な
労
働
力
人
口

の
減
少
を
も
た
ら
す
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、

「高
齢
者
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
就
業
機

会
を
確
保
し
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
」
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

益
々
そ
の
重
要
性
を

増
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
の
第

一
線
を
退
か
れ
た
方
々
が
、

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
豊

富
な
知
識
、

経
験
、

能
力
を
生
か
し
、

お
互
い
が
知
恵
を
出
し

一

致
協
力
し
社
会
参
加
を
通
じ
て
本
人
の
生
き
が
い
を
達
成
し
、

生

活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
活
躍
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
は
、

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
の
充
実
に
つ
な
が
り
、

健
康
で
就
業
す
る
こ
と
は
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、　

一
方
で
課
題
も
多
く
、

年
々
自
治
体
の
財
政
状
況
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、

当
セ
ン
タ
ー
も
よ
り

一
層
の
自
立
し
た
経
営

努
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

当
セ
ン
タ
ー
は
、

「公
益
社
団
法
人
」

へ
移
行
し
、

多

様
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
組
織
体
制
の
構
築
及
び
事
業
活
動

を
行
う
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
公
益
的
な
事
業
と
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
る
事
業
運
営
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
理
合
で
あ

り
ま
す

「自
主
槍
立

・
共
働
共
助
」
は
勿
論
の
こ
と
、

会
員
皆
様

の
潜
在
的
な
知
恵
と
人
材

・
能
力
を
活
か
す
た
め
、

研
修

・
講
演

会
等
の
機
会
を
増
や
し
て
、

「適
正
就
業
」
と

「新
規
事
業
の
開

発
」

「会
員
の
能
力
開
発
」
等
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
皆

様
方
と
と
も
に
役
職
員

一
九
と
な
り
、

幅
広
く
市
民
の
皆
様
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、

適

正
就
業
の
推
進
、

新
規
事
業
の
開
拓

へ
の
取
り
組
み
を
行
い
、

ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を
通
し
て
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
、

明
る
い
活
力
の
あ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
、

事
業
発
展

の
た
め
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

関
係
各
位

の
よ
り

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

役
職
員

一
同
力
を
合
わ
せ

て
、

事
業
発
展
の
た
め

一
歩

一
歩
前
進
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
を
会
員
の
皆
様
に
お
誓
い
申
し
上
げ
、

合
わ
せ
て
会
員
各
位
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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現
在
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く

環
境
は
、

こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
民
間
企
業
か
ら
の
受
注

の
落
ち
込
み
や
適
正
就
業
の
指
導
強
化
な
ど
。

公

共
団
体
に
お
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
採
用
の

拡
大
、

ま
た
、

一雇
用
延
長
な
ど
に
よ
る
６。
代
前
半

の
会
員
の
減
少
、

そ
し
て
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

事
業
部
会

（進
藤
弘

会
長
）
に
お
い
て
は
、

今
後
の
本
市
の
シ
ル
バ
ー

事
業
の
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に
し
、

具
体
的
な

期
間
と
数
値
目
標
を
定
め
た
中
期
計
画
を
策
定
し

て
い
く
こ
と
と
し
、

さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
る
た

め
、

会
員
、

役
員
、

就
業
、

事
務
局
等
に
関
す
る

す
べ
て
に
つ
い
て
、

中
期
的
視
野
か
ら
計
画
的
、

効
率
的
な
事
業
運
営
の
目
標
と
施
策
を
示
す

「
中

期
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、

こ
の
中
期
計
画
に
伴
う
策
定
委
員
会
設

置
に
つ
い
て
は
、

去
る
Ю
月
３。
日
の
理
事
会
に
て

審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、

会
員
の
皆

さ
ん
に
お
い
て
は
、

中
期
計
画
書
策
定
に
関
し
て

の
ご
協
力
を
お
順
い
し
ま
す
。

入会を希望される方は…

本庄市内在住の原則として60歳以上で働

く意欲があり、センターの趣旨に賛同して

入会説明を受け、入会申込書を提出した人。

(理事会の入会77K認が必要です。)

平成26年4月 から

入会説明会の開催日が変更になります。

○毎月第2・ 第4火 曜日 午 前10時より

本庄市シルバー人材センター

〒367-0062 本庄市小島南 1-8-4

0毎 月第 3金 曜日 午 前10時より

児玉文化会館 (セルディ)小 会議室

〒367-0216 本庄市児玉町金屋728-2

※平成26年3月 までは、従前どおり開催 し

ています。

本庄市シルバー人材センター

毎週火曜日 午 前10時から

児玉文化会館 (セルディ)刀 会ヽ議室

毎月第 2・ 第4金 曜日 午 前10時から

円
滑
な
セ

ン
タ
ー

運
営
を
！

各
地

で

『地
域
班
会
議
』
が
開
催
さ
れ
る

地
域
班
は
、

会
員
相
互
の
連
帯
意
識
と
親
睦
、

そ
し
て
セ
ン
タ
ー
と
会
員
と
の
連
絡
体
制
を
密
に

し
、

セ
ン
タ
ー

事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

市
内
２７
地
域
に
編
成
し
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
班
の
活
動
は
、

会
員
相
互
の
連
携
を
図
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

セ
ン
タ
ー

事
業
の
普

及

・
開
拓
な
ど
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
や
会
員
の

意
見

・
要
望
の
具
申
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、

地
域
班
長
会
議
や
地
域
班
会
議
を

開
催
し
、

地
域
班
員
の
意
見
や
状
況
等

の
情
報
交

換
を
行

い
、

円
滑
な
セ
ン
タ
ー

運
営

の
推
進
を

図

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
は
す
で
に
、

金
屋
第
１

・
同
第
２
、

本
庄
第
８
、

本
庄
第
３
地

域
班
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
、

ご
意
見
を
待

っ
て
い
ま
す
。
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花の無料配布、野菜、手打ちソバなど販売

去
る
１０
月
６
日
０
、

中
央
公
民
館
に
お
い
て

ク
は
つ
ら
つ

シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ク
が
開
催
さ
れ
、

家
族
連
れ
や

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
で
終
日
大
賑
わ
い
で
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

社
会
の
第

一
線
を
退
い
た
会

員
が
、

知
識

・
経
験
な
ど
を
生
か
し
て
は
つ
ら
つ
と
活
躍
し
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
姿
を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た

だ
き
、

セ
ン
タ
ー

事
業
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
毎

年
開
い
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
で
４
回
目
。

開
会
セ
レ
モ
エ
ー

で
は
、

主
催
者
を
代
表
し
て
き
日
信
解

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、

来
賓
の
早
野
清
市
議
会
議
長
、

高
橋

福
八
商
工
会
議
所
会
頭
、

江
原
貞
治
児
玉
商
工
会
長
か
ら
日

ご
ろ
の
地
道
な
活
動
に
対
し
、

温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

式
典
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
た
笑
顔
で
元
気
に
ダ
ン
ス

♪
あ
ま
ち
ゃ
ん
オ
ー
プ
三
ン
グ
テ
ー
マ
も

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

学
校
で
の
勉

強
、

ク
ラ
ブ
活
動
で
大
変
忙
し
い
中
、

地
域
の
方

た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら
と
積
極
的
に
応
援
し

て
く
れ
た
本
庄
第

一
高
校
チ
ア
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
に
よ
る
華
麗
な
演
技
、

そ
し
て
本
庄
西
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
の
見
事
な
演
奏
で
こ
の
フ
ェ

ス
テ
イ
バ
ル
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（表
紙
写
真
）

本
庄
第

一
高
校
チ
ア
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
は
、

全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
で
優
勝
す
る
な
ど
輝

か
し
い
実
績
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
出
演
。

太
陽
の
よ
う
に
キ
ラ

キ
ラ
輝

い
た
笑
顔
で
元
気
に
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

本
庄
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、

あ

の

「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
テ
ー
マ
を
は
じ
め
、

「
天

城
越
え
」
な
ど

の
歌
一誌
曲

メ
ド
レ
ー
、

懐
か
し

い

「
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
」
な
ど
の
軽
快
な
ラ
テ
ン

音
楽
や
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
な
ど
、

多
く

の
楽
出
を
素
敵
な
演
奏
で
披
露
し
て
、

会
場
に
集

ま

っ
た
観
客
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
員
の
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
は
、

絵
画
、

写

真
、

手
芸
品
、

盆
栽
な
ど
が
展
示
。

実
演

コ
ー
ナ
ー

で
は
、

襖

・
障
子
や
網
戸
、

椅
子
の
張
替
え
、

大

工
仕
事
が
披
露
さ
れ
、

見
事
な
仕
事
張
り
に
訪
れ

た
市
民
は
、

足
を
止
め
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

昔
遊
び

コ
ー
ナ
ー
も
人
気
が
あ
り
、

コ
マ
回
し
、

割
り
ば
し
鉄
砲
、

リ
ム
回
し
な
ど
、

親
子
連
れ
で

娠
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
高
齢
者

・
障

害
者
擬
似
体
験

コ
ー
ナ
ー

」
が
設
け
ら
れ
、

お
年

寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
た
ち
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

前
庭
に
は
多
く
の
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、

花
の
市

の
無
料
配
布
や

「
か
あ
ち
や
ん
の
夕
市
」
に
よ
る

野
菜
の
販
売
。

味
噌
お
で
ん
、

お
に
ぎ
り
、

フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
販
売
。

「
ま
ご
こ
ろ
蕎
麦
塾
」
に
よ

る
手
打
ち

ソ
バ
の
販
売
な
ど
が
行
な
わ
れ
、

あ

ち
こ
ち

の
テ
ン
ト
か
ら

「
い
ら

つ
し

ゃ
い

。
い

ら

つ
し
ゃ
い
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
、

元
気
で
大
き
な
声
が
飛
び
交

っ
て
い
ま
し
た
。
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シルバー人材センターで得た配分金収入等に対する

所得税の取 り扱いは、以下のとお りです。

1 配 分金収入は、所得税法上 『雑所得』に区分され

ます。雑所得の金額は原則として雑所得の総収入金

額から必要経費を控除した額です。

従って、配分金収入に係る必要経費の額は、65万

円以上ある場合、配分金収入から必要経費の金額を

控除とします。
2 し か し、必要経費の額が65万 円未満の場合は、

F租税特別措置法』第27条の適用により、65万円を

上限として控除します。 (ただし、収入金額を限度
とします。)

3 公 的年金を受給 している会員は、配分金収入とは

別に公的年金等控除の申請ができます。

4 給 与収入のある会員は、最低65万円(ただし収入金

額を限度とします)の給与所得控除が受けられます

が、その場合、配分金収入に係る控除金額は、65万

円から給与所得を控除した残額が限度です。

1必要経費の額が65万円未満の場合の伊J示】
[設例]あ るセンター会員(66歳)の年間収入は次のよ
うなものでした。
①配分金収入  52万 円 (うち交通費などの必要経費

1 0万円)

②給与収入   18万 円 (シルバー派遣等による短期
就職期間の賃金)

③公的年金収入 150万円

(1)(配分金収入及び給与収入に係る所得の控除)

(最低保障額)(給与所得控除額)[雑所得(配分金所得)分の最低保障額l

6 5 0 , 0 0 0円- 1 8 0 , 0 0 0円= 4 7 0 , 0 0 0円

(最低保障額の残額)(配分金収入)[雑所得(配分金所得)分の特例経費]

470,000円<520,000円→470,000円→最低保障額の残額で頭打ち

したがって、この場合

520,000円-470,000円=50,000円が控除後の

所得となります。→は)

(2)(公的年金収入に係る雑所得の控除)
1,5000,000円×100%-1,2000,000円 =300,000円

割合や控除額については、[公的年金等に係る雑所得の速算表]

(税務署にあります)から算出してください。

したがって、この場合300,000円が控除後の

所得となります。→(B)

(3)(基礎控除)

配分金収入、給与収入、公的年金収入に係る所得控除後の所得合計額

lAl十(B)=350,000円

(基礎控除)
350,000円二380,000円=(マ イナスとなるので 0)

したがって、この会員の場合、課税所得はないの

で、確定申告は必要ありません。

なお、配分金収入、給与収入、公的年金収入以外の

収入がある場合の所得控除及びその他の控除について

は、最寄りの税務署にお尋ね下さい。

配分金支払い日のお知らせ
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